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会議次第と会議の

公開又は非公開の

別 

【次第】 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 議 事 

(1) 令和３年度吉川市水道事業会計補正予算（第１号）（案）に

ついて 

(2) その他 

４ 閉 会 

【公開・非公開】公開 

非公開の理由 

（会議を非公開に 

した場合） 

 

傍 聴 者 の 数 ０名 

会 議 資 料 の 名 称 

１ 令和３年度吉川市水道事業会計補正予算（第１号）（案） 

２ 令和３年度吉川市水道事業会計補正予算（第１号）（案）概要 

資料１ 



会議録の作成方法 

□録音機器を使用した全文記録 

■録音機器を使用した要点記録 

□要点記録 

会議録確認指定者 中島眞由美委員 平塚史子委員 

その他の必要事項  

審議内容（発言者、発言内容、審議経過、決定事項等） 

事 務 局 

 

 

 

 

会  長 

 

事 務 局 

 

 

 

議  長 

 

 

 

事 務 局 

 

 

木暮委員 

事 務 局 

 

 

遠藤委員 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

１ 開会 

会議は公開となることを報告した。 

委員の交代があり、邨田委員が新たに委員として委嘱されたことを報告し

た。 

 

２ 会長あいさつ 

 

委員の出席状況を確認し、会議が成立していること及び傍聴者がいないこと

を報告、会議資料の確認。 

議事進行を飯塚会長に依頼。 

 

３ 議事 

会議録について、録音機器を用いた要点記録とし、中島委員と平塚委員を署

名委員に指名した。 

(1) 令和３年度吉川市水道事業会計補正予算（第１号）（案）について 

資料１「令和３年度吉川市水道事業会計補正予算（第１号）概要」を用い

て、内容を説明した。 

【意見・質疑等】 

検定満期量水器購入について、来年度は個数が少ないという理解でよいか。 

今年度においては8,800 個近くあったが、来年度においては約3,190個と半

分以下の個数となる。 

 

旅費について、当初と比べ2倍以上と金額が大きく増えている理由は。 

石綿管布設替工事について、約750万円減額しているが、減額せずに施工延

長を伸ばすことはできないのか。 

研修場所が当初予定していた場所から変更となったため、宿泊を要すること

となり、研修期間も15日間と長いことから、大幅な増額となった。 

石綿管布設替工事については、道路工事であれば延伸することもできるが、

水道布設替工事は仮設給水が必要になり、すぐに延長することができないた

め、減額補正の対応となる。 

 



木暮委員 

事 務 局 

 

 

 

遠藤委員 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

木暮委員 

 

 

事 務 局 

 

 

中島（眞）

委員 

事 務 局 

 

中島（眞）

委員 

議  長 

事 務 局 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

債務負担行為の開栓委託事業について、業務内容の説明を。 

夜間など業務時間外における料金滞納による給水停止者からの開栓依頼へ

の対応や休日の転入者への対応が業務内容である。 

 

(2) その他 

和歌山市の水管橋崩落事故の報道などがあったが、水道施設の老朽化に対し

て更新していかなければならない。吉川市水道事業としては、施設の老朽化が

どういう状況で、それにどう対応しているのかを分かりやすく示してほしい。

教えてもらえれば、それを市民に説明することができる。 

吉川市では、配水管や会野谷浄水場、南配水場など多くの水道施設で更新が

必要となっている。更新にあたっては、多額の費用をかけて井戸の施設を更新

するのか、また、場外では配水管の口径を小さくして布設替えができないかな

どを検討しながら中期の施設更新計画を策定しているところである。施設更新

については、水道運営委員会や市議会などで意見を伺いながら進める予定なの

で、その際は協力をお願いしたい。 

水道事業から市民への説明の場としては、市議会や水道運営委員会で問題な

いが、もう少し近い関係となるワークショップなどを実施してもよいのではな

いか。 

現在、水道事業の紹介動画を作成中である。紹介動画を活用しながら、小規

模な団体などに課題を説明していくことを考えている。希望する団体があれば

お知らせいただきたい。 

紹介動画をどのように市民へ周知する予定か。 

 

水道事業の広報紙やホームページが考えられるが、周知の方法は今後検討し

ていく。 

子ども子育て応援サイト「よしよしねっと」を運営しているので、動画がで

きたらそこで取り上げることもいいかと思う。 

市民に水道事業の理解を深めてもらうよう啓発活動を進めてもらいたい。 

水道事業においても、過去には水道イベントを開催したことがある。コロナ

禍では難しい部分もあるが、機会をとらえて啓発活動を実施していきたい。 

 

（議事を終了し、会長が議長の任を解かれる。） 

 

令和 3年度の第3回運営委員会について、当初の予定から日付、場所を変更し、

令和4年 2月 2日に中央公民館で開催する旨説明した。 

  

４ 閉会 

 

以上で終了。 



 

以上、会議の内容に相違ないことを証するため、ここに署名する。 

   令和４年１月２７日 

署名委員  平塚 史子（自署）  署名委員  中島 眞由美（自署） 

 

 


